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４．今後の展開 

 本トライアルで得られた知見を活かし、サービス付高齢者住宅等を対象とした「IoT 高齢者見守り」の事業化、 

サービス展開をめざしてまいります。 

 

５．問い合わせ先 

（実証実験全般に関すること） 

NTT 西日本 北九州支店 松井、佐土原、井藤 TEL:093-513-9510 

 

（ゆうゆう壱番館に関すること） 

ゆうゆう壱番館 加治 TEL: 093-961-0001 

 

（九州工業大学に関すること） 

九州工業大学 九州工業大学 総務課 広報企画係 TEL: 093-884-3007 

 

（北九州市健康・生活産業振興協議会に関すること） 

北九州市 産業経済局 商業・サービス産業政策課 原田（課長）、上野（係長） TEL:093-582-2050 

 

※ニュースリリースに記載されている内容は、報道発表時のものです。 最新の情報と内容が異なる場合がございます 

ので、あらかじめご了承ください。  


